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概
要

古
代
イ
ン
ド
で
誕
生
し
た
仏
教
の
教
え
は
︑
中
国
を

経
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
︒
そ
の
教
え
を
学
び
に

多
く
の
禅
僧
が
大
陸
に
渡
り
︑
禅
と
と
も
に
大
陸
文
化

を
日
本
に
も
た
ら
し
ま
し
た
︒
そ
の
た
め
禅
僧
は
漢
詩

文
に
優
れ
︑
漢
籍
を
教
え
る
師
と
し
て
も
天
皇
家
や
公

家
と
交
流
し
ま
し
た
︒

京
都
五
山
第
二
位
の
寺
格
を
有
す
る
相
国
寺
は
︑
中

世
よ
り
漢
詩
文
な
ど
に
優
れ
た
禅
僧
を
多
く
輩
出
し

た
︑
五
山
文
学
の
中
心
地
で
し
た
︒
仏
典
︵
内
典
︶
の

み
な
ら
ず
︑漢
籍
︵
外
典
︶
も
多
く
有
し
︑知
識
を
も
っ

て
権
力
者
た
ち
と
も
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
ま
し
た
︒

ま
た
︑
藤
原
惺
窩
を
は
じ
め
近
世
儒
学
者
た
ち
と
の
深

い
交
流
も
う
か
び
あ
が
り
ま
す
︒
禅
僧
の
活
躍
は
文
芸

面
だ
け
で
は
な
く
︑
外
交
文
書
の
作
成
な
ど
︑
政
治
的

な
実
務
も
担
っ
て
い
た
こ
と
で
も
示
さ
れ
ま
す
︒

本
展
観
で
は
︑
相
国
寺
や
塔
頭
寺
院
に
伝
来
す
る
漢

籍
を
確
認
し
︑
禅
寺
に
蓄
積
さ
れ
た
知
の
体
系
を
探
り

ま
す
︒
あ
わ
せ
て
︑相
国
寺
の
歴
史
を
通
観
す
る
展
示
︑

﹁
相
国
寺
の
歴
史
と
寺
宝
﹂
の
第
二
弾
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
︒
第
一
弾
と
は
す
べ
て
異
な
る
寺
宝
を
展
示
い

た
し
ま
す
︒
ぜ
ひ
︑
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
︒ な

い
て
ん

げ
て
ん

ふ
じ
わ
ら
せ
い
か



構
成

1

[

主
要
展
示
作
品]

重
要
文
化
財　
一
山
一
寧
墨
蹟　
金
剛
経
序　
相
国
寺
蔵
︵
画
像
１
︶

無
学
祖
元
頂
相　
春
屋
妙
葩
賛　
伝
趙
子
昂
筆　
慈
照
院
蔵

蔵
書
目
録
並
送
状　
梅
荘
顕
常
筆　
大
光
明
寺
蔵

内
典―

仏
書
と
墨
蹟

第
一
章

仏
教
の
教
え
は
祖
師
の
墨
蹟
や
語
録
に
記
さ
れ
る
︒

禅
寺
の
学
問―

継
承
さ
れ
る
五
山
文
学

【
第
一
展
示
室
】

な
い
て
ん



[

主
要
展
示
作
品]

寒
山
拾
得
図　
可
翁
筆　
一
山
一
寧
賛　
相
国
寺
蔵

隔
蓂
記　
鳳
林
承
章
筆　
鹿
苑
寺
蔵
︵
画
像
３
︶

名
庸
集　
燈
分
集　
慈
照
寺
蔵

叢
林
風
月
六
々
歌
仙　
慈
照
院
蔵

瀟
湘
八
景
詩
巻　
五
山
僧
寄
合
書　
大
光
明
寺
蔵

藤
原
惺
窩
像　
富
岡
鉄
斎
筆　
林
光
院
蔵

国
書―

近
世
の
禅
と
漢
文
学

第
一
章

第
三
章

中
世
五
山
禅
林
で
育
ま
れ
た
漢
詩
文
の
素
養
は
︑
出
版
な
ど
を
通
じ
て
新
た
な
享
受
層
を
獲
得
し
︑
近
世
に
新

た
な
潮
流
を
生
み
出
し
た
︒

[

主
要
展
示
作
品]

大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書　
相
国
寺
蔵

重
要
文
化
財　
白
楽
天
図　
無
学
祖
元
賛　
伝
趙
子
昂
筆　
鹿
苑
寺
蔵
︵
画
像
２
︶

陶
淵
明
栗
里
図　
王
昭
子
筆　
相
国
寺
蔵

赤
壁
硯　
古
端
渓　
相
国
寺
蔵

外
典―

和
刻
本
漢
籍
と
漢
画

第
一
章

第
二
章

23

大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
文
物
は
仏
教
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
儒
教
︑
道
教
な
ど
の
教
え
も
含
み
︑
禅
寺
は
そ
の
文

化
の
発
信
地
で
も
あ
っ
た
︒

げ
て
ん

こ
く
し
ょ



相
国
寺
の
歴
史
と
寺
宝
Ⅱ

【
第
二
展
示
室
】

[

主
要
展
示
作
品]

重
要
文
化
財　
足
利
義
満
像　
足
利
義
持
賛　
土
佐
行
広
筆　
鹿
苑
寺
蔵

重
要
文
化
財　
絶
海
中
津
墨
蹟　
十
牛
頌　
相
国
寺
蔵

十
牛
図　
周
文
筆　
相
国
寺
蔵
︵
画
像
５
︶

重
要
文
化
財　
慈
照
院
諒
闇
摠
薄　
慈
照
院
蔵

樵
談
治
要
・
文
明
一
統
記　
伝
一
条
冬
良
筆　
相
国
寺
蔵

中
世
の
相
国
寺

第
一
章

Ⅱ

5

[

主
要
展
示
作
品]

出
山
釈
迦
図　
月
江
正
印
賛　
印
陀
羅
筆　
鹿
苑
寺
蔵

達
磨
図　
春
屋
妙
葩
賛　
伝
義
堂
周
信
筆　
鹿
苑
寺
蔵
︵
画
像
４
︶

一
山
一
寧
墨
蹟　
送
空
蔵
主
帰
里
法
語　
鹿
苑
寺
蔵

禅
の
歴
史
と
相
国
寺

Ⅰ

4



第
一
章

[

主
要
展
示
作
品]

縄
衣
文
殊
図　
狩
野
元
信
筆　
相
国
寺
蔵

年
中
行
事

第
一
章

Ⅴ

7

[
主
要
展
示
作
品]

徳
川
家
康
黒
印
状　
慈
照
寺
蔵

重
要
文
化
財　
異
国
通
船
印
鑑　
西
笑
承
兌
筆

　
　
　
　
　
　
　
十
三
通
の
う
ち　
相
国
寺
蔵

宗
義
成
朱
印
状　
相
国
寺
蔵
︵
画
像
６
︶

對
馬
以
酊
眺
望
之
図　
慈
雲
院
蔵

近
世
の
相
国
寺

Ⅲ

6

[

主
要
展
示
作
品]

淡
彩
春
景
山
水
図　
謝
時
臣
画
賛　
相
国
寺
蔵
︵
画
像
７
︶

幽
隠
読
書
図　
橋
本
獨
山
画
賛　
相
国
寺
蔵

青
銅
義
首
龍
文
簋　
相
国
寺
蔵

近
代
の
相
国
寺

Ⅳ



み
ど
こ
ろ
１

初
公
開
の
作
品
群

　

寺
院
に
伝
来
す
る
寺
宝
は
︑
美
術
工
芸
品
︑

歴
史
資
料
の
み
な
ら
ず
︑
寺
院
で
蒐
集
し
た
典

籍
群
も
含
ま
れ
ま
す
︒
禅
僧
は
何
を
学
ん
だ

の
か
︑
そ
れ
を
知
る
と
︑
伝
来
す
る
絵
画
や

工
芸
品
の
画
題
や
︑
墨
蹟
の
内
容
な
ど
が
よ
り

深
く
楽
し
め
ま
す
︒
そ
こ
に
は
仏
教
だ
け
で
は

な
く
︑
儒
教
や
道
教
な
ど
の
世
界
観
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
︒

　

そ
し
て
中
世
に
相
国
寺
を
中
心
に
隆
盛
し
た

五
山
文
学
は
︑
近
世
に
儒
者
た
ち
に
も
引
き

継
が
れ
て
い
く
の
で
す
︒
さ
ら
に
徳
川
幕
府
に

よ
っ
て
︑
五
山
の
禅
僧
か
ら
漢
学
に
秀
で
た
僧

が
対
馬
に
派
遣
さ
れ
︑
外
交
を
担
い
ま
し
た
︒

そ
の
派
遣
先
の
対
馬
以
酊
庵
関
連
の
資
料
も
こ

の
度
初
公
開
い
た
し
ま
す
︒

　

約
四
十
点
の
初
公
開
作
品
を
含
む
寺
宝
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

十
牛
頌
、十
牛
図
全
場
面
一
挙
公
開

み
ど
こ
ろ
２

　

相
国
寺
勝
定
院
伝
来
の
重
要
文
化
財
に
﹁
絶
海
中
津
墨
蹟 

十
牛
頌
﹂
が
あ
り
ま
す
︒

十
牛
頌
と
は
︑
本
来
の
自
己
を
牛
に
た
と
え
︑
禅
の
修
行
過
程
を
十
段
階
に
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
︒
牧
童
が
牛
を
探
し
求
め
︑
て
が
か
り
を
み
つ
け
︑
見
つ
け
出
し
︑
つ
か
ま
え
て

飼
い
馴
ら
し
︑
今
度
は
そ
れ
を
忘
れ
て
い
く
︑
と
い
っ
た
具
合
に
修
行
僧
の
進
む
べ
き
道
を

わ
か
り
や
す
く
説
い
て
い
ま
す
︒

　
こ
の
十
段
階
を
絵
画
化
し
た
﹁
十
牛
図
﹂
も
相
国
寺
に
伝
来
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
そ
の
十
牛
頌
お
よ
び
十
牛
図
の
全
て
の
場
面
を
一
同
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

對馬以酊眺望之図　慈雲院蔵



相国寺承天閣美術館

〒602-0898 京都市上京区今出川通烏丸東入ル
TEL : 075-241-0423　WEB：http://www.shokoku-ji.jp/

SHOKOKUJ I  JOTENKAKU MUSEUM 〔報道関係者様お問い合わせ先〕
「禅寺の学問」 広報事務局（TMオフィス内）
担当：馬場、清水、西坂　TEL ： 06-6231-4426　FAX ： 06-6231-4440　Email ： shokokuji@tm-office.co.jp

開催情報

アクセス

2021年11月23日（火・祝） ～2022年1月23日（日）
＜休館日＞2021年12月27日（月）～2022年1月5日（水）

10:00～17:00（入館は16:30まで）
一般800円
65歳以上・大学生600円  中高生300円  小学生200円
 ※一般の方に限り、20名様以上は団体割引で各700円 
相国寺承天閣美術館
一般財団法人 萬年会　鹿苑寺　慈照寺

会期

開催時間
拝観料

主催
協賛

関連イベント

11月27日（土）　14：00～15：30
　　記念講演『「五山文学」の底力－理想的な「文人」としての本邦五山禅僧－』
　　講師：中本大（立命館大学文学部教授）

12月4日（土）　14：00～14：30
　　スライドトーク　担当：本多潤子（当館学芸員）

12月18日（土）　14：00～15：30
　　講座　担当：本多潤子（当館学芸員）

1月8日（土）　14：00～14：30
　　スライドトーク　担当：本多潤子（当館学芸員）

ＪＲ京都駅より
次回展

 Ⅰ期　2022年3月20日（日）～5月15日（日） 【展示替休館 5月16日（月）～21日（土）】

Ⅱ期　2022年5月22日（日）～7月18日（月・祝） 

企画展 「王朝文化への憧れ―雅の系譜」京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

阪急電車烏丸駅より
京都市営地下鉄 今出川駅下車　３番出口から徒歩８分

京阪電車 出町柳駅 ３番出口より徒歩20分、または市バス
市バス 59・201・203 号系統 同志社前下車 徒歩６分
市バス 102 号系統（洛バス）烏丸今出川下車　徒歩８分


